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第IS回環境リモ トセンシンゲシンポジウム

多角的観測アプローチによる森林
生態系構造の計測法開発

柴田英昭I）・吉田俊也！）・日浦勉！）・

中村誠宏！）・中路達郎1）・本多嘉明2）・梶原康司2)

1) 北海道大学北方生物園フィールド科学センヲー

2) 千葉大学環境リモートセンシング研究セン宇一

共同研究者

・柴田英昭・吉田俊也・日浦勉・中村誠
宏・中路達郎・福津加里部・高木健太
郎・埋金宏光・隻島萌子・北大研究林ス
タッフ・大学院生（北海道大学）

・本多嘉明・梶原康司（千葉大学CEReS)

．加藤顕（千葉大学）

・本岡毅（JAXA)

• Baelく－SooLee （オレゴン州立大学）

北海道北研究林 合計面積約667km2 

場

『北方林生態系の構造と機能、持続的事l用
に関する研究』

気候変動．資源利用，環境変化

環境変動下における生態系繕造・機能 ・サービスの関係

． ． ・ 飯田耕輔直パ
イオマスセミナー

篤1回議終構造田バイオ (2013年2周）
マスセミナー（2012年6月】． 第M固CEReSシンポ(2012写2月｝

共同観測・植術宜茸開蛤
(2011年9月）

苫小牧研究林 面積27.1km2 

『森綜生態系研究とりモートセンシンク、研究の融合』

パイオマス泊掴量置 H;,,a(2曲 5)fro/ ..... 20, 271-277 

・冷温帯恵襲広察側綜

．平但な泊形

揮高霊5-9恥n桐置～5崎

．異なる称備の2サイト
壮齢・原さ主将（2曲年以よ）

著齢・二次将（的60年）

－豊富な森綜データ

森林'Jイブー施業履歴

轟林動態・パイオマス

長期co，フうyヲス
告種大規模操作実験
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ジャングルジムを用いた
光・葉群分布測定

Mapped 480 399 leaves and 

measured light at 7290 point 
in a 16 x 16 x 22m scaff，。lding

（日浦勉ら）

，：~t..ttlW.片山

へリ搭載レーザー計測例 中川研究林B林班

多種で構成された森林のLAI推定
リヲートラップ・葉の厚さデ一台より解析（日浦勉ら）

；仁： －1
i:t j 

無人ヘリコブターによる蘇林構造の詳細観測
（千葉大CEReS本多梅原研との共同観測） 2012年9月14日～27日

fsci"iiの大気扇正済み地長面度計率、1
：地上部バイオマス‘葉面積指数（LAI)i 
i推定7｝凶 Jズム竺開発・績E _j 
・林冠の分光反射率ー三次元構造凶l

・地上で全天商像と光学的厚さ

同 臨 t障理主措置時喝m ，週＂
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スペクトル計測の結果例 (8林班2012年9月22日）

LI I~~- t~ i；」／

全球

地域

生態系

樋生個体

土I冨

構造。機能ヘ

秒・分 日 月 ・年

E題璽圏

冷温帯針広混交林における植生構造と土壌窒素
動態の空間分布パターン （井上貧央修士鎗文研究 未発表）

｜哲三：汁ρ
l；ぷi1
戸忍拡を：－i~ 、

北海道大学雨飽研究林長期観察林サイト
環境省モ二世リングサイト1町田コアサイト（南町I)

〈天然性針広，E宜林〉
樹木トドマツ、ア力エゾマツ、ミズナ
ラ、イタヤカエデなど
林底値生ヲマイザサ‘オオカメノキ
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